
過小決定（決定不全）について補足的ノート 
 
 
過小決定 （決定不全）（どちらも同じ underdetermination という語の邦訳） 
 
・手元にある証拠では候補となる仮説の中から一つを選び出すことができない、とい

う状態を指す言葉 
（「A さんは過小決定する」などという言い方をすると言葉の意味がそもそも分かっ

ていないことがばれる。） 
 
・対義語は「過大決定」（決定過剰）overdetermination 
 こちらは逆に、手元にある証拠で何重にも候補が一つに絞り込めてしまう状態。矛

盾してしまうことも十分ありうる 
 


